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需
要
の
高
ま
り
も
あ
り
高
値

で
取
引
さ
れ
た
。

　
ワ
カ
メ
は
国
内
産
地
表
示

の
厳
格
化
な
ど
か
ら
三
陸

産
の
引
き
合
い
が
強
ま
っ

た
。
ホ
タ
テ
は
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
で
輸
出

が
滞
る
中
、
玉
冷
を
首
都
圏

の
高
級
す
し
店
や
日
本
料

理
店
に
展
開
。
ギ
ン
ザ
ケ
は

不
安
定
な
国
際
情
勢
に
伴
う

サ
ケ
・
マ
ス
類
の
輸
入
鈍
化

で
国
産
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
　
６
年
度
は
漁
家
経
営
の
安

定
化
や
後
継
者
の
育
成
な
ど

に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
ブ
ル

炙
り
と
い
っ
た
加
工
品
１
・

８
㌧
も
手
頃
な
価
格
で
並
べ

た
。
　
売
り
場
に
は
試
食
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
た
ほ
か
、供
水
産

バ
ー
ジ
ョ
ン
僑
の
仙
台
・
宮

城
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
む
す
び
丸
」
が
応
援
に
駆

け
付
け
、買
い
物
客
に
Ｐ
Ｒ
。

料
理
レ
シ
ピ
も
配
っ
た
。

　
み
や
ぎ
生
協
の
仕
入
れ
担

当
者
は
「
例
年
に
比
べ
て
や

や
小
ぶ
り
だ
が
、
実
は
し
っ

か
り
入
り
、
味
も
い
い
。
規

格
外
品
は
加
工
に
回
す
な

ど
、
漁
業
者
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
生
産
で
き
る
販
売
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

気
候
変
動
で
あ
る
と
認
め
て

い
る
。
対
策
は
あ
る
か
。

　
「
近
年
の
異
常
な
高
水
温

は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
現
象
だ
が
、
漁
業
は

自
然
に
対
応
し
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
高

温
耐
性
に
優
れ
た
種
苗
の
開

発
に
産
官
学
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
市
場
価
格
が
未
来
永

劫
（
え
い
ご
う
）
続
く
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
高
品
質
で

安
定
し
た
生
産
体
制
を
早
急

に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
」

　
 們
 村
井
嘉
浩
知
事
が
ア

コ
ヤ
ガ
イ
の
真
珠
養
殖
に
挑

戦
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　
「
種
苗
の
入
手
は
ど
う
す

る
の
か
、
ど
の
漁
場
で
養
殖

す
る
の
か
な
ど
、
整
理
す
べ

き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
漁
場
環
境
が
海
水
温
上

昇
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
選
択
肢
の

一
つ
に
な
る
。
真
珠
養
殖
に

限
ら
ず
、
こ
の
先
　
年
、　

10

20

年
と
長
く
続
け
ら
れ
る
漁
業

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

『
魚
種
転
換
』
は
国
内
で
広

く
迫
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
」

　
 們
 今年
は
イ
サ
ダ
、
コ

ウ
ナ
ゴ
、
メ
ロ
ウ
ド
の
春
漁

が
水
揚
げ
ゼ
ロ
。
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
漁

船
漁
業
の
組
合
員
も
い
る
。

　
「
従
来
い
た
魚
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
一
方
、
タ
チ
ウ

オ
な
ど
増
え
て
い
る
魚
も
あ

る
。
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

漁
具
の
購
入
費
な
ど
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。
栽
培
漁
業

の
推
進
も
不
可
欠
だ
。
ヒ
ラ

メ
や
ホ
シ
ガ
レ
イ
以
外
に
、

新
た
な
魚
類
の
稚
魚
放
流
を

検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
。
放
流
後
の
生
残
率
を
高

め
る
中
間
育
成
方
法
も
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
 們
 先の
見
え
な
い
不
漁

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
漁
業

者
も
多
い
。
若
手
後
継
者
の

確
保
と
育
成
も
急
務
だ
。

　
「
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
な
り
わ
い
を
維
持
・

継
続
で
き
る
よ
う
、『
が
ん

ば
る
漁
業
』
な
ど
国
の
助
成

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
支
え

て
い
き
た
い
。
魅
力
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
飛
び
込
ん

で
く
る
人
材
で
あ
れ
ば
、
県

外
か
ら
で
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
い
。
浜
で
水
揚

げ
さ
れ
た
も
の
を
全
国
に
広

く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」

　
歌
津
女
性
部
は
１
月
　12

日
、「
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
ご

飯
」
を
テ
ー
マ
に
サ
バ
の
甘

酢
ソ
ー
ス
や
炊
き
込
み
ご
飯

な
ど
の
作
り
方
を
熱
心
に
指

導
＝
写
真
上
。
網
地
島
女
性

部
は
２
月
９
日
に
「
あ
じ
島

の
味
な
料
理
教
室
」
と
銘
打

ち
、
ギ
ン
ザ
ケ
の
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
や
ア
ワ
ビ
の
バ
タ

ー
焼
き
な
ど
を
お
い
し
く
作

る
こ
つ
を
伝
授
し
た
＝
同

下
。

寺
沢
組
合
長
に
聞
く

5年度（当期）4年度3年度令和2年度項　　目区　分

△124,106,057197,863,20579,450,193△2,594,460事業利益

財　務

267,425,897353,596,238203,078,147114,474,205経常利益

245,006,919△27,978,692208,065,508113,647,993当期剰余金

93,308,961,83689,013,018,74385,962,962,73080,950,970,335総　資　産

5,691,858,7605,502,713,8415,960,700,0635,893,327,375純　資　産

14.79％14.54％16.15％16.65％単体自己資本比率

80,667,288,98378,491,069,28675,388,250,11570,667,701,707貯　　　金

信用事業 63,856,304,81465,707,350,25562,186,095,63957,467,215,779預　け　金

11,873,699,96110,872,125,68312,098,000,10812,082,172,183貸　出　金

45,092,100,00048,136,000,00050,397,900,00053,335,300,000長期共済保有高
共済事業

46,181,020,00047,671,570,00045,498,160,00045,800,000,000短期共済契約高

1,960,217,2683,666,795,2573,155,998,8942,555,628,142石油類供給高
購買事業

6,990,230,3474,514,884,6433,740,872,7534,203,221,393資材類等供給高

35,839,043,68735,766,528,74126,054,993,95424,701,227,477受託販売取扱高
販売事業

2,280,584,370632,761,876617,829,1531,343,396,660買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の事業成績
ならびに財産および損益の状況

（令和５年度「業務報告書」から。単位・円） 

　
昨
年
度
の
決
算
や
気
候
変

動
対
策
、
今
後
の
展
望
を
寺

沢
春
彦
組
合
長
に
聞
い
た
。

　
 們
 ２期
ぶ
り
の
黒
字
を

確
保
し
、
販
売
事
業
の
受
託

販
売
取
扱
高
も
伸
長
し
た
。

　
「
中
身
を
精
査
す
る
と
、

気
候
変
動
の
影
響
が
如
実
に

出
て
、
ほ
と
ん
ど
の
魚
種
で

減
産
と
な
り
、
市
場
価
格
に

助
け
ら
れ
た
部
分
が
大
き
か

っ
た
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た

状
況
は
全
国
的
な
傾
向
。
厳

し
い
中
で
も
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
が
良
い
も

の
を
作
ろ
う
と

頑
張
っ
た
結
果

が
決
算
に
表
れ

た
。
あ
ら
た
め

て
日
々
の
努
力

に
感
謝
し
た

い
」
　
 們
 政府
も

不
漁
の
要
因
は

剰余金２億 4501万円
総
代
会

ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
く
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
寺
沢
春

彦
組
合
長
は
処
理
水
放
出
に

伴
う
風
評
被
害
対
策
を
国
に

あ
ら
た
め
て
強
く
要
望
。
４

月
に
信
用
事
業
を
東
日
本
信

漁
連
に
譲
渡
し
た
件
に
も
触

れ
「
輸
出
へ
の
挑
戦
な
ど
、

経
済
事
業
を
柱
と
し
た
組
合

経
営
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
述
べ
た
。

　
み
や
ぎ
生
協
（
仙
台
市
）

は
６
月
１
、
２
の
両
日
、
県

内
全
　
店
舗
で
県
産
ホ
ヤ
の

47

販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
た
。
昨
夏
の
記
録
的

な
猛
暑
の
影
響
で
減
産
が
見

込
ま
れ
る
中
、
早
朝
に
水
揚

げ
さ
れ
た
殻
付
き
や
加
工
品

な
ど
計
　
㌧
を
値
下
げ
し
て

10

「
大
放
出
」。
消
費
を
喚
起

し
、
生
産
を
後
押
し
し
た
。

　
県
や
当
組
合
な
ど
が
協
賛

し
た
。
旬
の
殻
付
き
は
４
～

５
年
子
を
中
心
に
仕
入
れ
、

１
個
　
円
（
税
別
）
と
市
価

99

の
半
値
で
５
㌧
販
売
。
生
む

き
身
２
㌧
、
蒸

し
１
・
２
㌧
、

燻
製
や
乾
物
、

　
当
組
合
の
歌
津
、
網
地
島

両
支
所
の
女
性
部
は
令
和

５
年
度
「
地
域
住
民
と
漁
村

女
性
の
交
流
事
業
」
と
し

て
、
石
巻
市
の
み
や
ぎ
生
協

蛇
田
店
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

で
料
理
教
室
を
開
い
た
。
用

意
し
た
レ
シ
ピ
は
共
に
４

品
。
女
性
部
メ
ン
バ
ー
が
講

師
を
務
め
、
調
理
と
試
食
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
も
深
め

た
。

４
年
ぶ
り
料
理
教
室

自
慢
の
レ
シ
ピ
伝
授

　
料
理
教
室
は

コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
４
年
ぶ
り

の
開
催
。
定
員

を
超
え
る
応

募
が
あ
っ
た
。

参
加
者
は
「
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が

増
え
た
」
「
高

級
食
材
も
味
わ

え
て
リ
ッ
チ
な

気
分
」
な
ど
と

満
足
げ
だ
っ

た
。

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
通
常
総
代
会
を
塩
釜
総
合
支
所
で
開
き
、
令
和
５
年
度
決
算

28

や
６
年
度
事
業
計
画
な
ど
８
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。
５
年
度
は
海
洋
環
境
の
変

化
で
養
殖
業
生
産
量
が
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の
の
高
単
価
を
維
持
。
販
売
事
業
の
受
託

販
売
取
扱
高
は
前
年
度
を
０
・
２
％
上
回
る
３
５
８
億
３
９
０
４
万
円
と
、
東
日
本
大

震
災
以
降
の
最
高
を
２
期
連
続
で
更
新
し
た
。
当
期
剰
余
金
は
２
億
４
５
０
１
万
円

（
前
年
度
は
２
７
９
８
万
円
の
当
期
損
失
金
）
で
、
２
期
ぶ
り
に
黒
字
と
な
っ
た
。

　
書
面
を
含
む
総
代
１
４
０

人
が
出
席
。
５
年
度
の
事
業

損
失
は
１
億
２
４
１
１
万
円

（
前
年
度
は
１
億
９
７
８
６

万
円
の
事
業
利
益
）、
経

常
利
益
は
２
億
６
７
４
３

万
円
（
前
年
度
比
　
％
24

減
）
だ
っ
た
。

　
養
殖
主
要
５
品
目
の
概

況
は
、
乾
の
り
が
大
シ
ケ

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が
、
他
産
地
の
不
作
も
あ

り
価
格
が
高
騰
。
カ
キ
は

高
水
温
に
よ
る
へ
い
死
が

頻
発
し
た
も
の
の
、
海
外

不
漁
対
策
待
っ
た
な
し

な
り
わ
い
継
続
へ
全
力

ホ
ヤ
を
買
い
求

め
る
客
（
６
月

２
日
、
塩
釜
栄

町
店
）

ホヤ10㌧特売

生産を後押し
 みやぎ生協

歌
津
、網
地
島
女
性
部

昨
年
度
の
決
算
な
ど
を
承

認
し
た
通
常
総
代
会

５
年
度
決
算
、 ２
期
ぶ
り
黒
字



（２）海 と 共 に広　報 令和6年度  春・夏

内
の
下
、
谷
川
支
所
で
稚
ナ

マ
コ
の
中
間
育
成
施
設
を
視

察
。
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈

念
公
園
で
は
海
の
方
角
に
向

か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
犠
牲

者
を
追
悼
し
た
。

　
石
川
県
漁
業
協
同
組
合
に

よ
る
と
、
漁
船
漁
業
が
盛
ん

な
能
登
で
被
災
前
の
水
準
ま

で
水
揚
げ
が
回
復
し
た
漁
業

者
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
隆
起
や
沈

下
、
崩
落
な
ど
漁
港
の
被
害

が
甚
大
で
、
修
復
完
了
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　
底
引
網
漁
を
営
む
竹
内
会

長
は
「
海
底
の
地
滑
り
な
ど

の
影
響
も
懸
念
材
料
。
新
た

な
収
入
源
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
強
調
。
カ
キ
な

ど
の
養
殖
業
に
も
力
を
入
れ

る
考
え
で
、「
な
り
わ
い
を

取
り
戻
す
。
乗
り
越
え
て
、

さ
ら
に
強
い
漁
業
を
推
進
し

た
い
」
と
前
を
向
い
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
「
養
殖
業
の

技
術
を
積
極
的
に
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
継
続

的
な
支
援
を
約
束
し
た
。

会
を
県
や
県
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
と
、
２
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
計
画
。
７
年
度
開

催
予
定
の
全
国
カ
キ
・
サ
ミ

ッ
ト
宮
城
大
会
の
準
備
も
進

め
る
。
水
産
青
年
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
当
組
合
役
員
と
の
懇
談

会
な
ど
も
開
く
。

　
役
員
改
選
で
は
副
部
長
に

畠
山
政
也
さ
ん
（
唐
桑
支
所

青
年
部
）
と
宮
澤
康
浩
さ
ん

（
石
巻
地
区
支
所
青
年
部
）、

監
事
に
芳
賀
克
己
さ
ん
（
気

仙
沼
地
区
支
所
階
上
青
年
部

千
尋
会
）
と
高
泉
元
幸
さ
ん

（
女
川
町
支
所
青
年
部
）、

阿
部
隆
太
さ
ん
（
矢
本
浅
海

漁
業
研
究
会
）
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
。
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
の

６
年
度
通
常
総
会
で
新
会
長

に
選
ば
れ
た
前
部
長
の
阿
部

誠
二
さ
ん
（
谷
川
支
所
青
年

　
県
漁
協
青
年
部
は
７
月
　17

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
通
常

総
会
を
開
い
た
。
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
を
承
認
し
た

ほ
か
、
任
期
（
２
年
）
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
赤
間
拓

哉
さ
ん
（
松
島
支
所
青
年
研

究
会
）
を
新
部
長
に
選
ん

だ
。
　
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
昨
年
度
中
止
し
た
県

青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大

す
。
　
漁
協
合
併
が
進
む
と
き
も

そ
う
で
し
た
が
、
支
所
の
統

廃
合
は
、
支
所
の
管
轄
範
囲

を
広
め
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
物
理
的
に
職
員
と
組
合

員
と
の
距
離
が
広
が
っ
て
し

ま
う
エ
リ
ア
が
出
て
し
ま
い

ん
）
の
呼
吸
で
行
わ
れ
て
い

た
や
り
と
り
も
通
じ
な
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

職
員
一
人
当
た
り
の
組
合
員

数
や
管
轄
範
囲
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
遠
隔
地
の
組
合
員

ほ
ど
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
可
能
性
、
つ
ま
り
、

の
こ
と
か
ら
黒
字
に
見
合
っ

た
人
員
数
で
運
営
せ
ざ
る
を

得
ず
、
そ
の
人
員
数
す
ら
も

十
分
に
採
用
で
き
な
い
状
況

に
な
れ
ば
、
支
所
の
統
廃
合

と
い
う
の
は
進
め
ざ
る
を
得

な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
統
廃
合
を
進
め
ざ
る

　
生
産
労
働
人
口
（
　
歳
～

15

　
歳
）
が
減
少
し
て
い
く
中

65で
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
が
人
手

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
悩
み
は
、少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
単
に
若
年

層
の
採
用
に
苦
労
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
や
り

が
い
を
見
失
っ
た
中
堅
・
若

手
の
離
職
者
も
出
て
、
そ
の

穴
埋
め
が
で
き
な
い
で
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
漁
協
も
同
じ
状
況
で
す
。

職
員
が
不
足
し
て
い
て
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
人
員

配
置
が
で
き
な
い
支
所
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
支
所
を
統
廃
合
す
る

方
向
性
が
強
ま
っ
て
い
ま

ま
す
。
統
廃
合
に
よ
り
、
残

っ
た
支
所
に
所
属
す
る
組
合

員
は
従
来
に
近
い
状
況
が
維

持
さ
れ
ま
す
が
、
廃
止
さ
れ

た
支
所
の
組
合
員
は
支
所
が

遠
く
な
り
、
慣
れ
な
い
環
境

を
強
い
ら
れ
ま
す
。
職
員
と

の
間
に
あ
っ
た
阿
吽
（
あ
う

廃
止
さ
れ
た
支
所
と
残
っ
た

支
所
の
組
合
員
へ
の
漁
協
の

サ
ー
ビ
ス
格
差
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
漁
協
に
は
経

営
が
あ
り
ま
す
。
経
営
で
あ

る
以
上
、
そ
れ
は
黒
字
で
運

営
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

を
得
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

組
合
員
の
立
場
に
立
っ
た
人

員
配
置
や
新
た
な
運
営
方
法

を
考
え
な
い
と
、
サ
ー
ビ
ス

力
の
低
下
か
ら
組
合
員
の
事

業
利
用
意
欲
が
落
ち
こ
み
、

組
合
員
の
結
合
力
が
弱
ま

り
、
支
所
運
営
は
厳
し
く
な

で
し
ょ
う
か
。
考
え
ら
れ
る

の
は
地
元
の
民
間
事
業
者
と

の
協
働
で
す
。
漁
協
の
外
側

の
民
間
事
業
者
が
も
っ
て
い

る
リ
ソ
ー
ス
（
人
材
、
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
な
ど
）
と
、
漁

協
が
も
っ
て
い
る
リ
ソ
ー
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
連
携
さ
せ

て
事
業
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
方
法
で
す
。
漁
協
と
連

携
す
る
民
間
事
業
者
と
の
間

で
情
報
を
共
有
し
て
、
民
間

事
業
者
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と

は
任
せ
、
受
発
注
や
決
済
な

ど
の
組
合
員
対
応
を
支
所
が

行
い
、
事
業
を
実
施
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
的

な
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で
も

散
見
さ
れ
ま
す
。
私
が
調
査

し
た
漁
協
の
中
で
は
、
組
合

員
　
人
程
度
に
対
し
て
正
職

70
員
２
人
（
参
事
と
職
員
）
で

指
導
、
販
売
、
購
買
、
信
用

な
ど
全
て
を
地
元
事
業
者
と

の
協
働
で
行
っ
て
い
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
漁
協
職
員
の
や
り
が
い
は

組
合
員
の
相
互
扶
助
に
役
立

つ
事
業
を
成
立
さ
せ
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
支
所
の
事

業
運
営
が
厳
し
い
と
き
、
事

業
提
供
を
諦
め
る
前
に
、
組

合
員
と
の
対
話
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
民
間
事
業
者
と

の
協
議
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

る
ば
か
り
で
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
組
合
員
が
行
っ
て
い

る
漁
業
や
養
殖
業
は
、
燃

料
、
漁
具
・
資
材
、
漁
港
施

設
、
販
路
な
ど
が
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま

で
そ
れ
ら
を
提
供
し
て
き
た

漁
協
が
人
員
不
足
で
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
か
な
く
な
る
と

な
れ
ば
、
組
合
員
の
相
互
扶

助
の
力
を
働
か
せ
て
、
そ
の

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
に

限
界
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

職
員
不
足
、 ど
う
解
決
 ？

総
会
開
き
役
員
改
選

新
部
長
に
赤
間
さ
ん

赤
間
拓
哉
新
部
長

部
）
は
顧
問
に
就
任
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支

援
の
た
め
募
金
活
動
を
行

い
、　
万
７
４
０
６
円
を
寄

33

付
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。
　
赤
間
新
部
長
は
就
任
の
あ

い
さ
つ
で
「
新
体
制
で
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た

研
修
会
で
は
、
宮
城
海
上
保

安
部
の
交
通
課
職
員
が
「
宮

城
県
内
の
漁
船
海
難
な
ど
の

現
況
」
と
題
し
て
講
話
。

　
今
年
は
船
舶
事
故
が
多
発

し
て
い
る
と
い
い
、
気
象
情

報
の
確
認
な
ど
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
▽
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
▽
防
水
ケ

ー
ス
に
入
れ
た
携
帯
電
話
を

持
つ
▽
海
の
事
故
や
事
件
は

１
１
８
番
に
通
報
す
る
 們
 

の
３
点
の
実
践
を
促
し
た
。

　
再
建
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
と
、
県
漁
協
青
年
部

は
６
月
　
～
　
日
、
能
登
半

12

14

島
地
震
で
被
災
し
た
石
川
県

漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連

石
川
の
 供
同
志
僑 招
待

強
い
漁
業
へ
再
建
支
援

　
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議

会
（
三
浦
弘
子
会
長
）
は
５

月
　
日
、
通
常
総
会
を
石
巻

28
市
の
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
開
き
、
令
和
６
年
度
事
業

計
画
の
承
認
や
永
年
勤
続
者

の
表
彰
な
ど
を
行
っ
た
。

　
事
業
計
画
の
柱
は
▽
組
織

の
強
化
と
活
性
化
▽
水
産
物

の
消
費
拡
大
▽
健
康
な
く
ら

し
と
環
境
保
全
運
動
の
推
進

▽
漁
協
全
利
用
と
生
活
設
計

事
業
計
画
な
ど
承
認

永
年
勤
続
者
表
彰
も

合
会
の
メ
ン
バ
ー
を
宮
城
に

招
い
た
。

の
推
進
 們
 の４
点
。
小
中

学
生
を
対
象
に
し
た
第
　
回
40

「
み
や
ぎ
の
海
の
子
」作
文
の

募
集
や
料
理
教
室
の
開
催
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

推
進
、
わ
か
し
お
石
け
ん
の

普
及
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
永
年
勤
続
者
表
彰
で
は
、

内
海
や
ゑ
子
さ
ん
（
塩
釜
地

区
支
所
浦
戸
東
部
部
長
）
と

佐
藤
順
子
さ
ん
（
七
ヶ
浜
支

所
副
部
長
）
に
賞
状
と
記
念

品
を
贈
っ
た
。
三
浦
会
長
は

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
「
お
の

お
の
の
個
性
を
発
揮
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
終
了
後
に
研
修
会
が

開
か
れ
、
県
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
環
境
資
源
チ

ー
ム
の
伊
藤
博
上
席
主

任
研
究
員
が
「
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
海
洋
環

境
の
変
化
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
。「
海

洋
熱
波
」
と
呼
ば
れ
る

急
激
な
海
水
温
上
昇

で
、
冷
水
を
好
む
魚
に

は
厳
し
い
環
境
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
解
説
し

た
。
　
当
組
合
役
員
と
女
性

連
の
意
見
交
換
会
で

は
、
経
済
事
業
を
柱
と

し
た
組
合
の
経
営
方
針

や
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
に
伴
う
風
評

被
害
対
策
な
ど
が
議
題

に
上
が
っ
た
。

地
を
見
て
回
っ
た
。
阿
部
誠

二
さ
ん
（
当
時
部
長
）
の
案

　
竹
内
大
生
会

長
（
七
尾
支
所

運
営
委
員
長
）

ら
５
人
が
石
巻

市
や
女
川
町
、

南
三
陸
町
な
ど

沿
岸
部
の
被
災

漁
協
女
性
部
の
歌
を
斉

唱
す
る
部
員

女
性
連

谷
川
支
所
の
稚

ナ
マ
コ
中
間
育

成
施
設
を
視
察

す
る
一
行
（
６

月
　
日
）

13

青
年
部

　
昨
年
度
ま
で
は
副
会
長

を
務
め
た
。「
息
子
が
将

来
、
漁
業
を
職
業
の
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て

く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
」。
任
期

は
２
年
。
前
会
長
が
推
進

し
た
「
海
を
守
る
」
事
業

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

る
方
針
だ
。
飲
食
店
で
漁

の
技
術
や
魚
へ
の
思
い
を

語
る
「
漁
師
ナ
イ
ト
」
の

開
催
も
思
い
描
く
。

　
石
巻
市
の
鮫
浦
漁
港
で

続
く
漁
業
一
家
の
　
代
17

目
。「
丸
直
栄
漁
丸
」
の

屋
号
で
漁
船
漁
業
と
養
殖

業
を
営
む
。
昨
年
か
ら
カ

キ
養
殖
を
始
め
「
１
年
目

に
し
て
は
身
入
り
も
良

く
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
。

不
振
の
ホ
ヤ
を
補
え
そ

う
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

水
産
資
源
を
守
ろ
う
と
、

ヒ
ラ
メ
な
ど
の
刺
網
漁
で

は
網
目
を
大
き
く
し
た
漁

網
を
使
い
操
業
し
て
い

る
。
　
　
年
前
の
東
日
本
大
震

13
災
で
被
災
。
一
個
人
と
し

て
も
、
能
登
半
島
地
震
の

復
旧
・
復
興
に
関
わ
っ
て

い
く
構
え
だ
。「
震
災
後
、

北
陸
か
ら
も
多
く
の
支
援

を
受
け
た
。
恩
返
し
に
な

る
。
経
験
と
知
見
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
言
葉
に

力
を
込
め
た
。

　
県
内
の
漁
業
者
と
し
て

初
め
て
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連

の
会
長
に
就
任
し
た
。

「
各
地
で
活
動
す
る
青
年

部
の
先
導
役
に
な
り
た

い
。
使
命
感
と
情
熱
を
持

っ
て
臨
む
」。
ど
ん
な
小

さ
な
声
も
吸
い
上
げ
、
広

く
発
信
す
る
の
が
「
会
長

の
役
割
」
と
強
調
す
る
。

「
小
さ
な
声
吸
い
上
げ
た
い
」

Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
新
会
長
  阿
部
誠
二
さ
ん
 （
谷
川
支
所
）

協同組合論
北海学園大学
経済学部教授

濱 田 武 士 
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指
導
　
人
、
青
年
　
人
の
計

74

45

１
１
９
人
が
現
役
の
漁
業
士

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
木
村
さ
ん
を
除
く
新
規
認

定
者
と
退
任
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
所

属
支
所
）。

　
指
導
漁
業
士
　
伊
藤
広
樹

（
大
谷
本
吉
）
阿
部
豊
（
表

浜
）
石
森
昌
洋
（
同
）
木
村

雅
光
（
同
）
佐
藤
和
也

（
同
）
木
村
隆
之
（
同
）
後

藤
章
（
石
巻
市
東
部
）
横
山

正
俊
（
石
巻
湾
）
木
村
宏

（
仙
南
・
亘
理
）

　
青
年
漁
業
士
　
菊
田
守
一

（
気
仙
沼
地
区
）
村
上
昇

（
同
）
及
川
博
海
（
歌
津
）

　
退
任
者
　
菅
原
富
男
（
大

谷
本
吉
）
佐
々
木
昇
記
（
志

津
川
）
豊
嶋
恵
美
子
（
石
巻

地
区
）
阿
部
雄
美
（
矢
本
）

岩
佐
敏
（
仙
南
・
山
元
）

　
今
年
度
の
共
済
事
業
に

つ
い
て
は
、「
浜
の
保
障

を
Ｊ
Ｆ
共
済
で
守
る
」
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

対
す
る
ご
提
案
活
動
の

充
実
に
向
け
て
各
支
所
で

訪
問
計
画
を
策
定
し
、

「
ふ
れ
あ
い
運
動
」
と
し

て
提
案
活
動
を
強
化
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
戸
訪
問
を
軸

と
し
た
「
浜
の
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
継
続

展
開
し
、
漁
村
地
域
で
活

動
す
る
Ｊ
Ｆ
組
合
員
・
漁

家
世
帯
の
ご
家
族
お
よ
び

地
域
の
皆
さ
ま
の
生
活
・

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
保
障
を
提

案
し
ま
す
。

ＪＦ共済  生命共済「チョコー」(普通厚生共済)では
大きなケガから小さなケガまで

不慮の事故による後遺障害を1～12級まで

153 項目にわたり 幅広く保障いたします。
　
漁
業
従
事
中
に
お
け
る

労
働
災
害
発
生
率
は
、
陸

上
に
お
け
る
全
産
業
の
平

均
の
約
５
倍
と
、
高
い
水

準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
漁
業
の
職
業
上
の
特
徴

と
し
て
、
海
上
に
お
け
る

不
安
定
な
漁
船
で
の
作
業

や
、
漁
船
運
航
上
で
の
諸

リ
ス
ク
な
ど
に
よ
り
危
険

が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　
生
命
共
済
「
チ
ョ
コ

ー
」
（
普
通
厚
生
共
済
）

で
は
、
不
慮
の
事
故
に
よ

り
後
遺
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
場
合
、
１
５
３
項
目

に
わ
た
り
手
厚
く
保
障
し

ま
す
。

　
海
難
事
故
の
防
止
と
と

も
に
万
一
の
ケ
ガ
に
対
す

る
保
障
を
万
全
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
保
障
内
容
な
ど
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
各

支
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

（単位：千人率） 

全産業平均の
約５倍

生
産
施
設
で
育
成
し
、
４
月

下
旬
、
平
均
体
長
４
・
１
㌢

の
中
間
育
成
用
種
苗
５
万
７

５
０
０
尾
を
当
組
合
の
志
津

川
、
唐
桑
、
七
ヶ
浜
の
３
支

所
と
牡
鹿
漁
協
に
無
償
配
布

し
た
。

　
毎
日
の
給
餌
や
水
質
・
水

温
の
管
理
、
緑
色
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
光
照
射

に
よ
る
成
長
促
進
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
と
い
う
。
配
布
実

績
は
目
標
（
１
万
８
千
尾
）

の
３
倍
を
超
え
た
。

　
４
月
下
旬
に
は
、
岩
手
県

の
栽
培
漁
業
協
会
か
ら
３
～

４
㌢
の
稚
魚
７
万
７
千
尾
を

搬
入
し
、
約
８
㌢
ま
で
中
間

育
成
し
た
後
、
６
月
下
旬
に

北
・
中
・
南
部
各
地
区
の
栽

培
漁
業
関
連
団
体
の
協
力
を

得
て
放
流
。
当
組
合
な
ど
に

配
布
さ
れ
た
中
間
育
成
用
種

　当組合は４月１日、６人の新入職員を迎えました。希望や決意
を胸に配属先で一生懸命仕事を覚えています。皆さん、よろしく
お願いします。　（名前の読み＝年齢、出身地）

 「「こんな職員になりたいこんな 職 員になりたい 　」」！！ニューフェイス

　私は、視野が広く、物事を柔軟に考えることができる職員
になりたいです。なぜなら、柔軟に考えることにより、さま
ざまな場面で臨機応変に対応できるようになると考えている
からです。そのためにも、仕事をしていく中で、どうしても
分からないことがあったら先輩方に指導してもらい、率先し
て仕事に取り組み、何事にも全力で挑戦していこうと考えて
います。

何事も全力で 本所指導部

峯井　美和（みねい・みわ ＝18、石巻市） 

より意欲的に 寄磯前網支所

渡辺　衣織（わたなべ・いおり＝22、石巻市） 
　昨年の５月から臨時職員としてお世話になっております。
働いていく中で、多くのことを教えていただき、たくさんの
学びと経験を得ました。これからは、より意欲的に業務に取
り組み、日々の学びを大切にしていきたいです。大好きな
海、そして幼い頃からお世話になっている組合員の皆さま
に、職員として携われることが大変うれしく思います。まだ
まだ未熟ではありますが、さらなる発展ができるように努力
し、組合員の皆さまが安心して頼れる職員になりたいです。

水揚げに貢献 石巻湾支所

菅原　遥人（すがわら・はると＝24、登米市） 
　漁業者の役に立てる職員になりたいと考えています。現場
での仕事も増えてくるので漁業者の方々との交流を深め、
日々の職務を通して、支所の先輩方の良いところを見習い、
さまざまなことを学んでいきます。漁業者あっての私たちの
職務だと思います。漁業者の方々の水揚げを増やすことに貢
献できるよう、何事にも積極的に取り組み、経験を積んで、
立派な職員になれるよう頑張っていきます。

常に元気よく 表浜支所

堀村　雄治（ほりむら・ゆうじ＝35、女川町） 
　私は、 元気なあいさつのできる職員になりたいです。 人とし
て基本的なことですが、忙しい時や気分の優れない時など、
実践することが難しい場合もあります。そんな時こそ元気を
出して、周りの方々をも明るくさせられるように努めます。
組合の業務は初めて経験することも多いですが、先輩職員や
漁業者の方々のご指導に報いるよう早く仕事を身に付けたい
です。初心と感謝の気持ちを忘れず、一生懸命頑張ります。

　私は、信頼される職員になりたいと思っております。漁業
協同組合は、組合員の皆さまのおかげで成り立っています。
そのため職務を円滑に行うには、組合員さまの信頼や協力を
得ていかねばなりません。信頼していただくには、自分の担
当する仕事を最後までやり遂げ、誠実に対応することが大切
だと考えます。組合員の皆さまと接することが多い分、安心
して仕事を任せていただくために節度ある態度を保ち、接遇
の重要性を第一に考え、最善を尽くしていきます。

信頼勝ち取る 歌津支所

阿部　　響（あべ・ひびき＝24、南三陸町） 

地元のために 唐桑支所

伊藤　遥希（いとう・はるき＝18、気仙沼市） 
　私は地元気仙沼の漁業を支え、気仙沼の水産業を盛り上げ
られるような職員になりたいです。そのためには漁業者の
方々との関係を深め、支所の先輩方から課せられた仕事にき
っちり取り組みたいと思います。社会人になったばかりで不
安なところもありますが、安心して仕事を任せてもらえるよ
うに全力で業務に努め日々精進していきます。

　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
水

産
振
興
協
会
（
石
田
幸
司
理

事
長
）
は
今
年
、
ホ
シ
ガ
レ

イ
種
苗
の
大
量
生
産
に
成
功

し
た
。
ホ
シ
ガ
レ
イ
は
ヒ
ラ

メ
の
２
～
３
倍
以
上
の
単
価

で
取
引
さ
れ
る
。
主
要
魚
種

の
水
揚
げ
低
迷
が
続
く
中
、

漁
業
所
得
の
向
上
と
資
源
の

維
持
・
増
大
に
つ
な
げ
る
。

　
県
資
源
管
理
型
漁
業
実
践

協
議
会
（
事
務
局
・
当
組
合
）

が
国
の
補
助
金
と
漁
業
者
か

ら
の
水
揚
げ
協
力
金
（
７

％
）
を
活
用
し
、
水
産
振
興

協
会
に
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
種
苗

生
産
と
中
間
育
成
・
放
流
を

委
託
。
同
振
興
協
は
今
年
１

月
、
岩
手
県
の
栽
培
漁
業
協

会
か
ら
受
精
卵
　
万
５
千
粒

10

ホ
シ
ガ
レ
イ
資
源
増
へ

種
苗
の
大
量
生
産
成
功

苗
も
順
調
に
成
育
し
、
県
内

の
稚
魚
放
流
数
は
３
年
ぶ
り

に
　
万
尾
を
上
回
っ
た
。

10
　
漁
業
者
か
ら
は
県
内
で
採

卵
を
望
む
声
も
多
い
が
、
施

設
の
規
模
的
に
難
し
い
と
い

う
。
石
田
理
事
長
は
「
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
海
洋
資
源

が
減
少
す
る
中
、
栽
培
漁
業

の
重
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す

増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
高
値

で
取
引
さ
れ
る
ホ
シ
ガ
レ
イ

の
種
苗
生
産
を
進
め
、
漁
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も
応

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

長
、
当
組
合
の
奥
田
一
也
常

務
理
事
ら
関
係
者
が
出
席
。

青
年
漁
業
士
に
認
定
さ
れ
た

カ
キ
養
殖
業
の
木
村
幸
喜
さ

ん
（
鳴
瀬
支
所
）
は
「
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
自

ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で

打
開
し
た
い
。
技
術
の
取
得

と
情
報
の
収
集
に
努
め
、
県

内
に
広
く
伝
え
て
い
く
」
と

決
意
を
示
し
た
。

　
県
の
漁
業
士
認
定
制
度
は

昭
和
　
年
度
に
始
ま
り
、
今

61

年
度
ま
で
の
認
定
者
は
指
導

１
７
４
人
、
青
年
２
１
５
人

の
計
３
８
９
人
。
こ
の
う
ち

　
令
和
６
年
度
「
県
漁
業
士

退
任
・
認
定
式
」
が
６
月
４

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
ホ
テ

ル
白
萩
で
開
か
れ
た
。
指
導

９
人
、
青
年
４
人
の

新
規
漁
業
士
計
　
人
13

に
認
定
証
を
交
付
し

た
ほ
か
、
５
年
度
で

退
任
し
た
指
導
漁
業

士
５
人
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

　
池
田
敬
之
副
知
事

（
当
時
）、県
漁
業
士

会
の
小
野
寺
和
義
会

を
購
入
し
た
。

七
ヶ
浜
町
の
県

水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
種
苗

種
苗
生
産
の
技

術
向
上
に
励
む

水
産
振
興
協
会

の
職
員

漁
業
士
に
新
た
に
認

定
さ
れ
た
当
組
合
員

ら

  新
た
に
　
人
認
定

13

  退
任
者
に
感
謝
状

県
漁
業
士
制
度
 

水
産
振
興
協
会

Ｊ
Ｆ
共
済
は
、
漁
業
に

従
事
し
て
い
る
方
の
た

め
に
考
え
ら
れ
た
保
障

で
す
。

指
導
部
共
済
課

組
合
か
ら
の

 組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ

4年度（2022）3（2021）令和2（2020）

7.38.17.8

10.812.911.5漁　船

6.46.26.4一般船舶

2.32.32.2
23.524.725.4林　業
9.910.810.0鉱　業
9.19.18.9運輪業（陸上貨物）
4.54.64.4建設業

  船　員（全船種）

  陸上労働者（全産業）

国土交通省「船員災害疾病発生状況報告 (船員法第111条) 集計書」より抜粋

  　船員と陸上労働者の災害発生率の比較



（４）海 と 共 に広　報 令和6年度  春・夏

に
伴
い
稚
魚
の
海
面
い
け
す

搬
入
が
例
年
よ
り
２
週
間
ほ

ど
遅
れ
た
影
響
で
、
初
水
揚

げ
も
３
月
下
旬
に
ず
れ
込
ん

だ
。
内
水
面
で
の
中
間
育
成

時
の
死
滅
な
ど
で
搬
入
量
自

体
が
少
な
か
っ
た
上
、
春
以

降
の
水
温
上
昇
が
早
く
、
給

餌
量
が
鈍
化
。
成
長
ペ
ー
ス

が
上
が
ら
ず
、
減
産
と
な
っ

た
。
　
県
産
ギ
ン
ザ
ケ
の
市
場
価

値
は
年
々
上
昇
。
チ
リ
産
と

差
別
化
さ
れ
る
よ
う
に
も
な

っ
た
。
国
の
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
に
登
録

さ
れ
る
活
じ
め
ブ
ラ
ン
ド

「
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
」
の
引

き
合
い
も
強
ま
っ
て
い
る
。

　
海
洋
環
境
の
変
化
で
水
揚

げ
で
き
る
期
間
は
短
縮
傾
向

仙台中心部でＰ Ｒ 
多彩な料理求め１万1000人来場

っ
た
。

　
み
や
ぎ
銀
ざ
け
振
興
協
議

会
は
当
組
合
の
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
で
、
高
鮮
度
処
理
し
た

「
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
」
の
フ

ラ
イ
を
バ
ン
ズ
で
挟
ん
だ
バ

ー
ガ
ー
と
に
ぎ
り
ず
し
を
提

供
。
ホ
タ
テ
貝
柱
の
し
ょ
う

ゆ
焼
き
を
振
る
舞
う
ブ
ー
ス

に
も
行
列
が
で
き
た
。

　
最
も
お
い
し
い
ホ
ヤ
料
理

を
来
場
者
の
投
票
で
決
め
る

レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、

　
品
の
中
か
ら
最
高
賞
の
金

21賞
に
ワ
タ
キ
水
産
（
石
巻
市

谷
川
浜
）
の
「
ほ
や
３
種
盛

り
合
わ
せ
」
が
選
ば
れ
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
寺
沢

組
合
長
は
「
ホ
ヤ
は
繊
細
な

海
産
物
で
、
お
い
し
く
食
べ

る
に
は
鮮
度
保
持
と
調
理
の

腕
が
欠
か
せ
な
い
。
昨
夏
の

酷
暑
で
生
産
が
厳
し
く
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
多
く
の

フ
ァ
ン
が
来
て
く
れ
て
心
強

い
。
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

栄
養
満
点
で
味
自
慢
の
一
品

を
た
く
さ
ん
食
べ
、
夏
に
向

け
て
元
気
を
蓄
え
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
語
っ
た
。

　
当
組
合
や
県
な
ど
５
者
で

つ
く
る
宮
城
げ
ん
き
市
実

行
委
員
会
（
会
長
・
寺
沢
春

彦
組
合
長
）
が
主
催
し
、
今

年
で
６
回
目
。
県
内
の
飲
食

店
や
水
産
加
工
会
社
な
ど

が
約
　
の
ブ
ー
ス
を
構
え
、

30

ホ
ヤ
を
使
っ
た
料
理
で
は

春
巻
き
や
か
き
揚
げ
、
ア
ヒ

ー
ジ
ョ
な
ど
も
並
ん
だ
。

ホ
ヤ
釣
り
を
楽
し
め
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
人
気
だ

に
あ
る
。
搬
入
す
る
稚
魚
の

大
型
化
を
進
め
る
ほ
か
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
高
温
耐

性
に
優
れ
た
種
苗
の
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
県
産
乾
の
り
「
み
ち
の
く

寒
流
の
り
」
の
入
札
会
が
昨

年
　
月
２
日
～
今
年
５
月
　

12

10

日
、　
回
に
わ
た
っ
て
塩
釜

13

総
合
支
所
・
乾
の
り
集
出
荷

所
で
開
か
れ
た
。
共
販
数
量

は
２
億
８
１
１
０
万
枚
（
前

季
比
　
％
減
）
で
、
平
均
単

17

価
は
過
去
最
高
の
１
枚
　
円
22

　
銭
（
同
　
％
高
）。
有
明

56

39

海
産
の
不
作
が
続
い
て
メ
ー

カ
ー
や
商
社
の
在
庫
が
不
足

す
る
中
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し

て
高
い
品
質
を
維
持
し
た
県

産
が
高
値
で
落
札
さ
れ
た
。

　
前
季
比
２
倍
の
１
枚
平
均

た
。
　
今
季
累
計
の
　
円
　
銭
は

22

56

昭
和
　
年
度
（
　
円
　
銭
）

54

16

51

を
　
％
上
回
り
、　
季
ぶ
り

37

44

に
過
去
最
高
を
更
新
。
販
売

額
は
　
億
４
０
８
３
万
円

63

（
前
季
比
　
％
増
）
と
、
平

15

成
　
年
度
以
来
の
　
億
円
台

17

60

に
乗
せ
、
震
災
後
最
高
だ
っ

た
令
和
４
年
度
を
８
億
４
９

４
０
万
円
上
回
っ
た
。

ホ
  ヤ

　
県
産
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
水

揚
げ
が
７
月
　
日
で
終
了
し

18

た
。
今
季
実
績
（
速
報
値
）

は
数
量
が
１
万
２
７
３
９
㌧

（
前
季
比
　
％
減
）、
金
額

27

が
　
億
５
３
３
７
万
円
（
同

95

平
成
以
降
最
高
　

円
750

市
場
価
値
年
々
上
昇

　
％
減
）。
平
均

20単
価
は
キ
ロ
７
５

０
円（
同
９
％
高
）

で
、
平
成
以
降
で

最
高
だ
っ
た
令
和

４
年
の
７
２
４
円

（
確
定
値
）
を
上

回
っ
た
。

　
今
季
は
高
水
温

色
艶
保
ち
　

円
　

銭

22

56

　
季
ぶ
り
高
値
更
新

44

　
円
　
銭
で
始
ま
っ
た
入
札

17

95

価
格
は
３
回
目
（
　
月
　

12

26

日
）
に
　
円
を
超
え
、
５
回

20

目
（
１
月
　
日
）
に
今
季
最

19

高
の
　
円
　
銭
を
記
録
。
最

26

71

終
の
　
回
目
ま
で
　
円
を

13

20

割
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
１

月
下
旬
と
３
月
下
旬
の
大
シ

ケ
で
養
殖
施
設
が
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、
シ
ー
ズ
ン
最

終
盤
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
浜
で

色
落
ち
は
見
ら
れ
な
か
っ

所
わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
部
会
の

及
川
文
博
部
会
長
（
歌
津
支

所
）
は
「
苦
し
い
中
、
漁
業

者
の
努
力
で
何
と
か
出
荷
に

こ
ぎ
着
け
た
。
品
質
の
良
い

物
を
選
別
し
て
い
る
。
温
か

い
み
そ
汁
に
入
れ
て
味
わ
っ

て
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

品
質
向
上
努
め
　
円
414

シ
ケ
乗
越
え
６
割
高

　
県
産
「
三
陸
わ
か
め
」
の

入
札
会
が
２
～
５
月
、　
回
10

に
わ
た
っ
て
気
仙
沼
市
の
わ

か
め
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
東
北

事
業
所
の
ま
と
め
（
５
月
　11

日
現
在
）
に
よ
る
と
、
共
販

数
量
（
原
藻
換
算
）
は
４
９

９
５
㌧
（
前
季
比
　
％
減
）

49

と
半
減
。
収
穫
前
の
大
シ
ケ

や
高
水
温
の
影
響
が
響
い

た
。
　
昨
夏
の
猛
暑
で
種
糸
の
挟

み
込
み
が
遅
れ
た
上
、
１
月

下
旬
に
発
生
し
た
脱
落
な
ど

の
シ
ケ
被
害
は
東
日
本
大
震

災
以
降
で
最
大
規
模
だ
っ

た
。
数
量
は
振
る
わ
な
か
っ

た
も
の
の
品
薄
感
が
強
ま
り

平
均
単
価
は
キ
ロ
４
１
４
円

（
同
　
％
高
）
と
高
騰
。
金

62
額
は
　
億
６
９
２
８
万
円

20

（
同
　
％
減
）
だ
っ
た
。

17

　
品
目
別
の
数
量
は
ボ
イ
ル

芯
抜
７
６
１
㌧
（
同
　
％
43

減
）、
ボ
イ
ル
芯
付
１
２
８

㌧
（
同
　
％
減
）、
生
１
１
８

59

４
㌧（
同
　
％
減
）。
キ
ロ
平

58
均
単
価
は
ボ
イ

ル
芯
抜
２
２
６

８
円
（
同
　
％
54

高
）、
ボ
イ
ル

芯
付
１
３
０
４

円
（
同
　

％
72

高
）、
生
１
１

０
円
（
同
　
％
29

高
）
だ
っ
た
。

　
２
月
　
日
の

27

初
入
札
会
で
本

　
令
和
５
年
度
の
県
産
ホ
タ

テ
の
共
販
数
量
は
５
３
７
２

㌧
（
前
季
比
　
％
減
）
に
と

19

ど
ま
っ
た
。
海
水
温
の
上
昇

に
伴
う
へ
い
死
や
種
苗
の
生

残
率
低
下
が
不
漁
の
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
を
巡
り
、
中
国
が
日
本

産
水
産
物
の
輸
入
を
全
面
停

止
し
た
あ
お
り
も
受
け
た
。

北
海
道
産
が
輸
出
か
ら
国
内

流
通
に
回
っ
た
こ
と
で
、
キ

ロ
５
０
０
円
台
半
ば
で
推
移

し
て
い
た
価
格
は
３
割
下

落
。
平
均
単
価
は
４
５
６
円

（
同
５
％
高
）
と
な
り
、
金

額
は
　
億
４
７
７
０
万
円

24

（
同
　
％
減
）
に
落
ち
込
ん

15

だ
。
　
近
年
は
ま
ひ
性
貝
毒
が
広

範
囲
で
長
期
化
し
、
夏
場
に

主
力
の
活
貝
が
安
定
出
荷
で

き
て
い
な
い
。
高
水
温
で
水

揚
げ
も
振
る
わ
な
い
中
、
当

組
合
は
流
通
推
進
に
向
け
、

玉
冷
＝
写
真
＝
を
首
都

圏
の
高
級
す
し
店
や
日

本
料
理
店
に
展
開
。
Ｍ

サ
イ
ズ
以
上
を
主
力
と

す
る
貝
柱
の
大
き
さ
と

供
刺
身
グ
レ
ー
ド
僑
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

米
国
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
な
ど
海
外
へ
の
販

路
開
拓
・
拡
大
も
目
指

す
。

  生
産
に
苦
戦
も

  　
㌔
２
万
　
円

10

2301
鮮
カ
キ
 

　
県
産
生
食
用
む
き
身
カ
キ

（
鮮
カ
キ
）
の
出
荷
が
６
月

末
で
終
了
し
た
。
共
販
数
量

は
８
５
４
㌧
（
前
季
比
　
％
44

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
平

成
　
年
と
並
び
、
最
も
遅
い

23
初
出
荷
と
な
っ
た
。

　
高
水
温
の
影
響
で
へ
い
死

が
相
次
い
だ
ほ
か
、
今
年
１

月
下
旬
の
大
シ
ケ
で
は
脱
落

や
施
設
被
害
が
発
生
し
、
生

産
量
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。

　
他
産
地
の
不
振
も
あ
っ
て

平
均
単
価
は
　
㌔
２
万
２
３

10

０
１
円
（
同
　
％
高
）
と
記

11

録
的
な
高
値
を
付
け
た
が
、

金
額
は
　
億
４
３
８
万
円

19

（
同
　
％
減
）
に
と
ど
ま
っ

38

た
。

減
）
で
大
減
産
と
な

っ
た
。

　
昨
年
　
月
　
日
に

10

30

出
荷
ス
タ
ー
ト
＝
写

真
。
海
水
温
の
高
止

ま
り
で
成
育
が
遅

れ
、
県
が
指
針
と
す

る
解
禁
日
（
９
月
　29

日
）
よ
り
１
カ
月
ほ

ど
、
令
和
４
年
よ
り

　
日
ず
れ
込
ん
だ
。

19

　
県
産
海
産
物
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
「
ほ
や
祭
り
２
０
２
４
＆
銀
ざ
け
・
ほ
た
て

フ
ェ
ア
」
が
５
月
３
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
で
開
か
れ
た
。
晴

天
の
下
、
県
内
外
か
ら
約
１
万
１
千
人
が
来
場
。
ホ
ヤ
が
主
役
の
ピ
ザ
や
焼
き
そ
ば
、

ギ
ン
ザ
ケ
の
バ
ー
ガ
ー
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
多
彩
な
催
し
を
満
喫
し
た
。

石
巻
魚
市
場
に
今

季
初
入
荷
し
た
県

産
ギ
ン
ザ
ケ
（
３

月
　
日
）

28

ギ
ン
ザ
ケ

初
入
札
会
で
品

質
を
確
認
す
る

買
受
人

ワ
カ
メ

単価維持456円
ホタテ 玉冷販促に力

猛
暑
で
出
遅
れ
た
も
の
の
上
物
が
並
ん
だ
初
入
札
会

乾
の
り

大勢の来場者でにぎわう祭り会場

みやぎサーモンの販売ブースも大盛況
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